
 

 

 

【micro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

の使い方・入門ガイド】 

～準備
じゅんび

からプログラム作成
さくせい

ソフトMakeCode
メ イ ク コ ー ド

の使い方まで～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．micro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

の各部
か く ぶ

の名前と説明
せつめい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ボタン 押
お

しボタンスイッチです。 A と B の２つがあります 

⑩ 
L E D

エルイーディー

 
＋光センサー 

LED です。周囲の明るさを測る光センサーにもなります 

⑪ 拡 張
かくちょう

端子
た ん し

 

0，1，2 は、LED やスイッチなどを接続
せつぞく

する 入
にゅう

出 力
しゅつりょく

端子
た ん し

 

３ V
ボルト

は、他のボードなどへ３ V
ボルト

の電源
でんげん

を 供 給
きょうきゅう

します 

GND
グランド

は、他の端子
た ん し

に対し、電流の戻
もど

り道になります 

⑫ タッチセンサー さわった？かがわかるセンサー 

⑬ マイク マイク 

⑩LED(25個
こ

)＋光センサー 

⑨ボタン 

⑥電池用コネクタ 

④USB コネクタ 

⑤リセットボタン 

①プロセッサー(CPU) 

 ＋温度センサー 

⑪ 拡 張
かくちょう

端子
た ん し

 

 名前 説明
せつめい

 

① 
プロセッサー(CPU) 
＋温度センサー 

プログラムを実行。温度センサーもここにふくみます。 

② 地磁気
ち じ き

センサー 地球の磁気
じ き

を測定
そくてい

するセンサーで、方角がわかります。 

③ 加速度
か そ く ど

センサー ”ゆさぶられた”や”かたむけた”などを知ることができます 

④ USB コネクタ パソコンからプログラムと、電源
でんげん

の 供 給
きょうきゅう

を受けます。 

⑤ リセットボタン プログラムを最初
さいしょ

から実行します。 

⑥ 電池用コネクタ 電源
でんげん

を 供 給
きょうきゅう

するための電池ボックスを接続
せつぞく

します。 

⑦ 無線
む せ ん

アンテナ 他のmicro
マ イク ロ

:b i t
ビット

と無線
む せ ん

通信
つうしん

に使うことができます。 

⑧ スピーカー 音を出します 

 

●うら面 

●おもて面 

２０2３年６月 24 日 

作成 YO_takatsuki 

ホームページ https://hokusetsu-sita.org/  
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⑦無線
む せ ん

アンテナ 
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  メモ５：パソコンに保存
ほ ぞ ん

したプログラムをMakeCode
メ イ ク コ ー ド

に読みこむ方法
ほうほう

   P5 

  メモ６：パソコンに保存
ほ ぞ ん
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⑫タッチセンサ―  

 

⑧スピーカー 

⑬マイク 

②地磁気
ち じ き

センサー 

③加速度
か そ く ど

センサー 

HOME ＞ スキルアップコーナー ＞ 
シニアのパソコンライフをサポートする 
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２．プログラミングの準備
じゅんび

をする 

 

１）micro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

とパソコンを接続
せつぞく

する 

①パソコンを起動し、micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

を USB ケーブル 

 で接続
せつぞく

します。  

 

②以下
い か

の方法でパソコンとmicro
マ イク ロ

:b i t
ビット

が、正しく 

 接続できているか？を確認
かくにん

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）プログラム作成
さくせい

ソフト MakeCode for microbit（以下
い か

,MakeCode
メ イ ク コ ー ド

）を起動 

 

 

 

 

 

 

 

イ）MakeCode
メ イ ク コ ー ド

のホーム画面が表示
ひょうじ

されます 

ウ）右上の最大化ボタン□で画面を最大にします 

エ）「新しいプロジェクト」を左クリック 

 

 

オ）プログラムの名前を入力し、"作成"をクリック 

 

 

カ）MakeCode
メ イ ク コ ー ド

のプログラム作成
さくせい

画面が表示
ひょうじ

されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※作成
さくせい

中のプログラムを読みこむ 

 場合は、ここから選
えら

んで左クリック 

 

 

 

 

 

名前 説明
せつめい

 

①ツールボックス プログラムのブロックが入っています 

②プログラミングエリア ブロックを並
なら

べプログラムを作成
さくせい

します。 

③シミュレーター プログラムの動作確認
かくにん

をします。 

④プログラムの名前 プログラムの名前をキーボードで入力します。 

⑤保存
ほ ぞ ん

 作成
さくせい

したプログラムをパソコンに保存
ほ ぞ ん

します。 

⑥ダウンロード プログラムをmicro
マ イク ロ

:b i t
ビット

に送ります。 

⑦ホーム ２）のイ）のホーム画面にもどります 

⑧戻
もど

る／進む 作成
さくせい

中のプログラムを一つ前に戻
もど

す、または進める 

⑨表示
ひょうじ

の大きさを変更 プログラミングエリアのブロックの表示
ひょうじ

の大きさを変更 

 

  

USB 

ケーブル 

ア）パソコン画面左下のエクスプローラーの 

  アイコンを左クリックし、起動します 

イ）左側
がわ

の「PC」または「コンピュータ」 

  を左クリックし、右側
がわ

に「MICROBIT」 

  の表示
ひょうじ

があれば接続
せつぞく

OK です。 

 

※表示
ひょうじ

がなければ、パソコン側
がわ

でケーブルを外し、もう一度、接続
せつぞく

し確認
かくにん

してください。 

ア）Windows10 のパソコンのスタートメニュー 

  の中の"MakeCode
メ イ ク コ ー ド

"のアイコンを左クリック。 
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※自宅
じ た く

のパソコンを使用する場合、MakeCode
メ イ ク コ ー ド

 を入手する必要
ひつよう

があります。 

 入手方法
ほうほう

は６ページの「８．自宅
じ た く

のパソコンでプログラミングする場合の準備
じゅんび

」 

 を 参 照
さんしょう

してください。 

ホーム画面 
 

①ツールボックス 

②プログラミングエリア 

③シミュレーター 

④ ⑥ 

⑧ ⑨ 

⑤ 

⑦ホーム 



３．プログラム作成
さくせい

ソフトMakeCode
メ イ ク コ ー ド

の使い方 

 例
れい

） 大きいハートの次に小さいハートをくり返し表示
ひょうじ

するプログラムを作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ブロックの基本
き ほ ん

操作
そ う さ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア）削除
さくじょ

するブロックの上にマウスポインタをおきます。 

イ）ツールボックスへドラッグ＆ドロップで削除
さくじょ

されます。 

 ※右クリックメニューから「ブロックを削除
さくじょ

する」を 

  選択
せんたく

、または 左クリックで選択
せんたく

し、DEL キーで削除
さくじょ

 

  することもできます。 

ブロックを削除
さくじょ

する方法
ほうほう

 

ツールボックス 
にドラッグ＆ 

ドロップで削 除
さくじょ

 

つながっているブロックを外す方法
ほうほう

 
ア）外すブロックをドラッグ＆ドロップ イ）ブロックが外れた 

ブロックのコピー（複製
ふくせい

）方法
ほうほう

 

ア）コピーするブロック 

 の上にマウスポインタ 

 をおいて右クリック 

 ※右クリックメニューが 

  表示
ひょうじ

される 

プログラミングエリア内のブロック全体を表示
ひょうじ

する方法
ほうほう

 

ア）ブロック全体が表示
ひょうじ

できない 

大きく 
する 

 

ウ）ブロック全体が表示
ひょうじ

できた 

イ）「複製
ふくせい

する」 

 を左クリック 

 ウ）ブロックがコピーされた 

イ）⊖を 

左クリック 

メモ 1 

 

右クリックメニュー 

メモ 2 

 

メモ 3 

 

メモ 4 

 

 

ツール 
ボックス 

小さく 
する 
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どきどきハート 

 

ア）新しいプロジェクトを作成
さくせい

する 

 ＊前ページの２）エ）～オ）を 参 照
さんしょう

 

  名前は”どきどきハート”と入れ、 

  「作成」を左クリックします 

イ）ツールボックスの「基本
き ほ ん

」を左クリック 

  ※「基本
き ほ ん

」のブロックが表示
ひょうじ

されます 

ウ）「アイコンを表示
ひょうじ

」のブロックをマウスのドラッグ 

  ＆ドロップ操作
そ う さ

で移動
い ど う

し「ずっと」の中につなげ、 

  その下に「一時
い ち じ

停止
て い し

」のブロックをつなげる 

エ）同じ方法
ほうほう

で、同じ 

  ２つのブロックを追加
つ い か

 

ドラッグ＆ドロップ 

オ）アイコンを小さいハートに変更
へんこう

、 

  つぎに数字
す う じ

を 200 に変更
へんこう

し、完成
かんせい

 

①左クリックすると他のアイコンを表示
ひょうじ

 

②小さいハートを左クリック 

小さいハートに変更
へんこう

する方法
ほうほう

 

ツールボックス プログラミングエリア 

ドラッグ&ドロップ 



４．シミュレーターでプログラムの動作を確認
かくにん

する 

シミュレーターで、大きいハート、次に小さいハートをくり返し表示
ひょうじ

するか確認
かくにん

します。 

 

 

 

 

 

５．プログラムをパソコンに保存
ほ ぞ ん

する 

作成
さくせい

中のプログラムは自動的
じどうてき

にホーム画面（２ページの２．２）エ） 参 照
さんしょう

）に追加
つ い か

され

ますが、長期間、経
た

つと消えることもあり、パソコンに保存
ほ ぞ ん

しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．プログラム作成ソフトMakeCode
メ イ ク コ ー ド

からプログラムをmicro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

に送る 

 

ア）micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

をケーブルで接続
せつぞく

した 状 態
じょうたい

で、 

 「ダウンロード」を左クリック。 

イ）プログラムエリアのプログラムが、 

 micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

に書きこまれます。送信
そうしん

中はオレン 

 ジ色の LED がピカピカと光ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）送信
そうしん

が完
かん

了
りょう

すると、プログラムは自動的
じどうてき

に 

  スタートします。また、リセットボタンを 

  おすと再
さい

スタートします。大・小のハートが 

  表示
ひょうじ

されれば成功
せいこう

です。 

  送信
そうしん

が完了しない場合は、ケーブルを外し、 

  もう一度、接続
せつぞく

し、６．ア）から始めます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

シミュレーター 

くり返す 

ア）  のアイコンを左クリック。 

イ）ダウウンロード完了と表示
ひょうじ

されば成功
せいこう

です 

 「完了」をクリックします 

 プログラムはパソコン内の”ダウンロード” 

 フォルダに保存
ほ ぞ ん

されます。 

   

※プログラムの名前は 

 "microbit-プログラムの名前.hex" 

 になります。 
 ①MakeCode

メ イ ク コ ー ド

を 終 了
しゅうりょう

（次の７．参 照
さんしょう

）します 

 ②MakeCode
メ イ ク コ ー ド

を再起動
さいきどう

します 

 ③作成中のプログラムを左クリックします 

 ④最初のア）から始めます 
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大小のハートを表示
ひょうじ

 

 
それでも送信

そうしん

が完了しない場合は？ 

ウ）次ページのメモ７を 参 照
さんしょう

し、 

 ”ダウンロード”フォルダに 

 プログラムがあるか見てみましょう 

 
もし、送れない場合は？ 

７ページ メモ

８ を 参 照
さんしょう

し 、

micro:bit に送っ

てください 

 

または 

右のような画面が表示
ひょうじ

された場合は 

 

 

保存
ほ ぞ ん

したプログラムを読みこむ、 

または、送る場合は、５ページの 

メモ５，メモ６を参 照
さんしょう

ください 



７．micro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

を 終 了
しゅうりょう

する 

ア）USB ケーブルをパソコンとmicro
マ イク ロ

:b i t
ビット

から外します。 

  ※micro
マ イ ク ロ

:b i t
ビット

への電源
でんげん

供 給
きょうきゅう

は、なくなりますが書きこんだプログラムは消えません 

イ）MakeCode
メ イ ク コ ー ド

を終了します。 

  ※画面右上の ×（ 終 了
しゅうりょう

ボタン）を左クリック 

ウ）パソコンをシャットダウンします。 

 

  ※micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

に電池ボックス（電池２本）を 

      接続
せつぞく

すれば、micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

単体
たんたい

でプログラムを動作 

      させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
メモ 5 

パソコンに保存
ほ ぞ ん

したプログラムをMakeCode
メ イ ク コ ー ド

に読みこむ方法
ほうほう

 

ア）ホーム画面の「読み込
こ

む」を左クリック エ）読み込
こ

むプログラムを選択
せんたく

 

   し、「開く」を左クリック 

オ）「つづける」を左クリック 

 
イ）「ファイルを読み込

こ

む」を左クリック 

 

 

カ）保存
ほ ぞ ん

したプログラムが MakeCode  

 に読み込
こ

まれます ウ）「ファイルを選択」を左クリック 

 

 プログラムを保存
ほ ぞ ん

したフォルダを開く方法 
メモ 7 

イ）エクスプローラーの画面が表示    

 され、左の欄からプログラムを 

 保存したフォルダを選択します 

   

 右側に保存したプログラムが 

 表示されます 

ア）パソコンの画面左下のエクスプローラー 

  のアイコンを左クリックします 

ウ） ア）、イ） エ） 

 

 
パソコンに保存

ほ ぞ ん

したプログラムを直接
ちょくせつ

、micro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

 

に送る方法
ほうほう

（Windows パソコンの場合のみ） 

 ア）micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

を接続
せつぞく

し、「メモ７」の方法
ほうほう

でプログラムを保存
ほ ぞ ん

したフォルダを開く 

 イ）保存
ほ ぞ ん

したプログラムの上にマウスポインタをおき、右クリック 

 ウ）メニューから「送る」を左クリック 

 エ）「MICROBIT」を左クリック 

 オ）micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

にプログラムが送られ、書き込まれます 

 

 

メモ６ 

 

５ 



８．自宅
じ た く

のパソコンでプログラミングする場合の準備
じゅんび

 

 

ア）プログラム作成
さくせい

ソフトMakeCode
メ イ ク コ ー ド

の入手 

  Windows１０または１１の場合について方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）プログラム作成ソフトMakeCode
メ イ ク コ ー ド

からプログラムをmicro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

に送る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の WEB サイトを開くことで、MakeCode が利用できます 

https://makecode.microbit.org/ 

 
Win１０、１１以外のパソコン 

①パソコンをインターネットに接続
せつぞく

 

 した 状 態
じょうたい

で、 

 マイクロソフトストア 

 を左クリック。 

 

 

➁マイクロソフトストアの画面 

  上段の「検索
けんさく

」を左クリック。 

 

④検索
けんさく

結果
け っ か

から 

 "MakeCode for micro:bit"を左クリッ 

 クし、「インストール」を左クリック 

 ※インストールが始まります 

 

 

 

⑥入手した”MakeCode for micro:bit”を 

  ソフトウェア一覧
いちらん

からさがす。 

 

⑧スタートメニュー 

 にピン留
と

めされます。 

 

 MakeCode
メ イ ク コ ー ド

のアイコン 

 を左クリックで起動 

 します。 

⑤インストール完 了
かんりょう

後、スタートボタンを 

 左クリック。 

 

③検索
けんさく

窓
まど

に"makecode"と入力。 

 

右クリック 

入手 

⑦マウスポインタを置
お

き、右クリックし、 

  メニューより「スタートにピン留
と

めする」 

  を左クリック。 
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micro
マ イ ク ロ

:b i t
ビット

をケーブルで接続
せつぞく

した状態で、 

「ダウンロード」を左クリックします。 

もし、下の画面
が め ん

が表示
ひょうじ

される場合
ば あ い

は、 

次ページのメモ８を参 照
さんしょう

し、micro
マ イ ク ロ

:b i t
ビット

 

に送るようにしてください 

または 

https://makecode.microbit.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
メモ８ 

ア）「ダウンロード」 

  を左クリック。 

 

イ）micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

を接続
せつぞく

した 状 態
じょうたい

で、 

 「次へ」を左クリック 

エ）「BBC micro:bit CMSIS-DAP」を選択
せんたく

し、「接続」 

 を左クリック 

前ページの８-イ）で、「ダウロード」でmicro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

に直接
ちょくせつ

、プログラムを送る方法 

 

７ 

ウ）「Pair」を左クリック 

オ）「ダウンロード」を左クリック 

カ）プログラムをmocro
マ イ ク ロ

:b i t
ビット

へ書き込みます。 

  以降
い こ う

、「ダウンロード」をクリックするだけで、 

  直 接
ちょくせつ

、mocro
マ イ ク ロ

:b i t
ビット

へプログラムを送ることができます。 

 

もし、下の画面が表示されたら「Pair now」 

を左クリック後、「次へ」を左クリックし 

続け、エ）へ進んでください 

もし、プログラムを送れない場合は、次ページのメモ９

を参照
さんしょう

ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

前ページ「メモ８」でプログラムを送れない場合 

 
「ダウロード」でmicro

マ イ ク ロ

:bit
ビット

に直接
ちょくせつ

、プログラムを送れない場合は、いっ

たん、パソコンに保存
ほ ぞ ん

してから、micro
マ イ ク ロ

:bit
ビット

に送るようにしてください。

以下は Windows パソコンでの方法
ほうほう

です 

 

ア）前ページのメモ８の 

  ア）からウ）までを 

 すすめ、「ファイルとし  

 てダウンロードする」 

 を左クリック 

 

※プログラムがパソコン 

 に保存
ほ ぞ ん

されます 

ウ）エクスプローラーの画面が表示    

 され、左の欄から「ダウンロード」 

 を左クリックし、右側に保存した 

 プログラムが表示されます 

イ）パソコンの画面左下のエクスプローラー 

  のアイコンを左クリックします 

エ）micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

を接続
せつぞく

し、保存
ほ ぞ ん

したプログラムの上にマウスポインタをお 

  き、右クリック 

オ）表示
ひょうじ

されたメニューから「送る」を左クリック 

  ※Windows11 の場合は、メニューの「その他のオプションを確認」を 

   左クリックで「送る」が表示されます 

カ）「MICROBIT」を左クリック 

キ）micro
マ イク ロ

:b i t
ビット

にプログラムが送られ、書きこまれます 

エ） 
カ） オ） 

８ 

 
メモ９ 
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～はじめに～ 

本書は micro:bit のスイッチ、センサー、通信機能などの 

基本機能のプログラミングの基本を学習します。 
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１ 準備（プログラム作成ツールの起動方法） 

 

 ホーム画面の表示方法 

 

①Windows10 のパソコンでは Make Code アプリをクリック 

それ以外のパソコンでは以下の WEB ページを開きます 

 

②ホーム画面が表示されます 

 

 ホーム画面からプログラム作成画面を呼び出す 

 

●新しいプログラムを作成する場合 

   「新しいプロジェクト」をクリック 

 

●作成途中のプログラムを呼び出す場合 

    この領域から選んでクリック 

 

●パソコンに保存したプログラムを読み込む場合 

       「読み込む」をクリックし、保存したプログラムをクリック 

 

   ホーム画面 

 

 

 

  

https://makecode.microbit.

org/ 

プログラム作成画面 

https://makecode.microbit.org/
https://makecode.microbit.org/


２プログラム「ボタン ON で文字表示」を作ろう 
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２ プログラム「ボタン ON で文字表示」を作ろう 

 

 作成するプログラムの内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 プログラムの作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●ボタン A を 
 押したとき、 
 ”Ａ”を表示 

●ボタン B を 
 押したとき、 
 ”Ｂ”を表示 

①ホーム画面で「新しいプロジェクト」を選択 

②プログラム名を入力 
 ※ここでは 
  "文字表示”とします 

 

③「入力」をクリック 
 

④「ボタン A が押されたと
き」を配置 

 

●ボタン A と B を同時に押したとき、 
    ”Ａ＋Ｂ”を表示 



２プログラム「ボタン ON で文字表示」を作ろう 
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⑤「基本」をクリック 
 

⑥「文字列を表示」をドラッ
グ＆ドロップし、「ボタン
A が押されたとき」につな
げる 

 

⑦「文字列を表示」の文字
を”A”に変更する 

 

表示する文字は半角にしてください。 
全角は表示できません 

 

⑧作成したブロックを 
 コピー（複製）します 

 

縦棒カーサーが現れ 
文字の変更が可能になる 

文字の上をクリック 文字背景に色がつく 
この上をクリック 

 
メモ１ 文字の変更方法 

ブロックのコピー（複製）方法 
 

メモ２ 

ブロックの上で 
右クリック 

「複製する」 

をクリック 

複製完了 

複製する 

コメントを追加する 

ブロックを削除する 



２プログラム「ボタン ON で文字表示」を作ろう 
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 シミュレーターで確認しよう 

 

シミュレーター上のボタン A,ボタン B,ボタン A+B 

をクリックし、プログラムの動作確認をしましょう。 

 

 

 

正しい動作が確認できたら micro:bit にプログラムを転送※し、動作確認しよう。 

※転送方法は「micro:bit 使い方入門ガイド」を参照してください。 

  

⑨ボタン B に変更（メモ３参照） 

⑪ボタン A+B のプログラムを 
 ⑧～⑩と同様の方法で作成 
 
 以上で完成 

⑩”B”に変更。 
 ボタン B のプログラム完成 

A と B のボタン同時押しは 

ここをクリック 

ボタン B への変更方法 
 

メモ３ 

▼をクリックし、B を選択 



３「じゃんけんゲーム」を作ろう 
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３「じゃんけんゲーム」を作ろう 

 

 じゃんけんゲームの内容 

・micro:bit を、ゆさぶったら、グー・チョキ・パーのいずれかをＬＥＤに表示する 

・グー・チョキ・パーのうち、なにを表示するかはだれにもわからない 

・LED に表示するグー・チョキ・パーの形は以下の通り 

 

 

 

 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グー チョキ パー 

論理ブロックを終了後、 
１．５秒間待つ。 
そのあと、LED 表示を消す 

変数が０または１でないなら 
パーを表示 

 

後 

１．５秒間待つ。 

そのあと、LED 表示を消す 

ゆさぶった時に次のブロックを実行 

a

 変数グーチョキパーに０～２の乱数を入れる 

 

a

 

変数が０ならグーを表示 

 

変数が１ならチョキを表示 

が０ならグーを表示し、論理 

ブロックを抜ける 

 



３「じゃんけんゲーム」を作ろう 
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 「ジャンケンゲーム」の作り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②入力をクリック 

③「ゆさぶられたとき」を
配置 

⑦「変数グーチョキパー
を０にする」を 

「ゆさぶられたとき」 
 につなぐ 

④「変数」をクリック 
⑤「変数を追加する」をクリック 
⑥”グーチョキパー”と入力し”OK”をクリック 

①ホーム画面で新しいプロジェクトを選択
し、新規プログラム作成画面を表示 

 
 プログラムの名前を入力。 
 ここでは名前を "じゃんけん"とします。 
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⑧「計算」の中の「０～１０ま
での乱数」を入れる 

⑨「１０」を「２」に変更 

⑩「論理」の中の「もし、なら、でな
ければ」を追加 

⑫「論理」の中の「０＝０」を 
  入れる 

⑪ ＋をクリックし、条件を追加 
 
 ※メモ４の「新しい論理ブロック
を作る方法」を参照 



３「じゃんけんゲーム」を作ろう 
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⑬「変数」の中の「グーチョキパー」 
を式の左辺に入れる 

⑭「基本」の中の「LED 画面に表
示」をつなげる 

⑮「LED 画面に表示」をクリック 
 し、グーの形を作る 

⑯以降、同じ方法で、ブロックを追加し 
完成 
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 シミュレーターで確認しよう 

 

「ゆさぶられたとき」ブロックを使用すると 

シュミレータ上に SHAKE ボタンが現れます。 

これをクリックすることで動作確認ができます。 

 

正しい動作が確認できたら、micro:bit にプログラムを転送し 

確認してみましょう。 

 

 

 

  ●判定を追加する方法 

  

  

 

 

 

 

 

 

 ●判定を減らす方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ４
分 

元の論理ブロック 判定が増えた新しい論理ブロック 

論理ブロックの判定を追加／削減する方法 

＋をクリック 

元の論理ブロック 判定が減った新しい論理ブロック 

―をクリック 
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４ プログラム「温度計」と「照度計」を作ろう 

 

 プログラムの内容 

・ボタン A が押されたとき、明るさ（０～２５５）を表示 

・ボタン B が押されたとき、温度（℃）を表示 

・ボタン A+B を押したとき、表示を消す 

 

 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シミュレーターで確認しよう 

 

明るさや温度を変えながら、動作を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい動作が確認できたら、micro:bit にプログラムを転送し、確認してみましょう。 

 

  

ドラッグで明るさを変更します 

ドラッグで温度を変更します 

ツールボックスの「入力」 
からドラッグ＆ドロップ 



５プログラム「お化け照度計」を作ろう 

 11 / 21 

 

５ プログラム「お化け照度計」を作ろう 

 

 プログラムの内容 

・明るいときは表示なし、暗くなるとお化けを表示 

・ボタン A を押すと”明るさ”を表示 

・お化けの形：２つの画像を交互に切り替え足を動かす 

       音を鳴らす   ※スピーカーの配線は 

                「音をだすプログラムを作ろう」を参照 

 

 

―ヒントー 

 

・先頭ブロックは”ずっと”を使います。 

 

 

・明るさは”入力”の中の”明るさ”ブロックを使用 

・条件判断ブロックを使用します 

 

 

 

 

 

  



５プログラム「お化け照度計」を作ろう 
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 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シミュレーターで確認しよう 

 

 

 

シュミレータで正しい動作が確認できたら、micro:bit にプログラム

を転送し、確認してみましょう。  

ボタン A を押すと、 
”明るさ”を表示 

明るさが１０より 
小さいならお化けを 
表示 

お化けの足を 

動かす 

 

明るさが１０以上 
なら、なにも表示 
しない 

ドラッグで明るさを変更します 

音を鳴らします 



６プログラム「micro:bit に働く加速度を表示しよう」 
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Y(―) 

Y(＋) 

X(＋） 

Z(＋） 

Z(―） 

X(―） 

 

６ プログラム「micro:bit に働く加速度を表示しよう」 

 

 プログラムの内容 

 

ボタン A で X 方向の加速度を表示 

ボタン B で Y 方向の加速度を表示 

ボタン A＋B で Z 方向の加速度を表示 

X 方向へゆさぶったら、X 方向の加速度を表示 

 

 

 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「加速度」はツールボッ
クスの「入力」にあります 



６プログラム「micro:bit に働く加速度を表示しよう」 
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この方向から
見た図です 

 

 micro:bit でプログラムの動作確認 

 

micro:bit にプログラムを転送し、micro:bit で確認します。 

     ※シミュレーターでは動作確認できません 

 

①A、B、A+B の３種類のボタンで、それぞれ数値が表示されることを確認します。 

 次の図Ⅰ、図Ⅱは micro:bit の向きと重力加速度の値の関係です。 

micro:bit の向きを変えて、この図の数値と近い値になることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
②X 方向に micro:bit を手で振り、X の値を確認 
 してください。 

右側に振ると、プラスの値になり、 
左側に振るとマイナスの値になります。 
振る強さが強いほど、値が大きくなります。 

  X の値から振った方向と大きさがわかります。 
 
 ※①の値の範囲は ―１０２３～＋１０２３ 
 ※②は値の範囲は、－２０２７～２０２７（振った加速度が加わるため 

①より大きくなります） 

  

 

0 512 1023 -512 -1023 -512 512 

1023 0 0 512 512 -512 -512 

X 

 
Y 

 

 
Z 

 

0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 

1023 0 0 512 512 -512 -512 

X 

 Y 

 

 
Z 

 

1023 512 512 0 -512 -1023 -512 

表 裏 

図Ⅰ 

図Ⅱ 
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 micro:bit 加速度センサーの予備知識 
 

 モノを落とすと下に落ちます。これはモノに下向き 

の力が働いているためで、この力を重力といいます。 

 

 micro:bit も重力が働いています。 

 micro:bit では加速度センサーで重力を X、Y、Z の 

３方向（右図）で測定し、それを加速度ブロック X,Y,Z の 

値とします。 

 

 下の図 A～図 C を使って考えてみます。 

 図 A では Y（＋）方向は重力の方向と同じ下向きなので、Y の値は重力加速度の値

（約 1023）となります。 

また、X と Z の値は、X と Z の方向には、下方向の重力が働かないためゼロになりま

す。 

 

 図 B では、同様に Z の値が重力加速度の値になりますが、マイナス方向の Z(―)の

ため、Z の値は約ー1023 とマイナスの値になります。X、Y の値は図 A と同じ理由に

よりゼロになります。 

 

 図 C は、Y（＋）と X(＋)の両方に分散して重力が働くため、X、Y の値は、重力加

速度を分散した値(約 512)になります。Z の値は図 A と同様にゼロになります。 

 

 

 X,Y,Z の値がわかれば micro:bit の向きや角度がわかります。これを利用したブロ

ックがすでに用意されていますので、事項で学習します。 

物を落と
すと下に
落ちるに
に 

重力 

 

メモ５
５日 

図 A 図 B 
図 C 

重力 Y(+) 

表面が上 

Z(+) 
Y(+) X(+) 
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７ micro:bit の向きで表示が変わるプログラムを作ろう 

 

 プログラムの内容 

加速度センサーを使ったブロックを使用します 

 

・ゆさぶられたら、×マークを表示 

・ロゴが上になったら、うれしい顔を表示 

・ロゴが下になったら、悲しい顔を表示 

・画面が上になったら、寝てる顔を表示 

・画面が下になったら、おこり顔を表示 

・左に傾けたら、大きいハートを表示 

・右に傾けたら、小さいハートを表示 

 

 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 micro:bit を使ってプログラムの確認 

 

micro:bit にプログラムを転送し、micro:bit で確認しましょう。  

他のブロックは「ゆさぶられたと

き」のブロックの▼をクリックし、

メニューから選択。します 

「ゆさぶられたとき」 
はツールボックスの「入力」
からドラッグ＆ドロップ 



８コンパスを作ろう 

 17 / 21 

 

 

８ コンパスを作ろう 

 

 プログラムの内容 

・北側を向いたときに ”N”の文字を表示します。 

・北側以外の向きの時は、×マークを表示します。 

・北側の範囲は ３１５度を超える または  ４５度未満 

 

 完成したプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シミュレーターでの動作確認 

 

 

 

 micro:bit での動作確認 

① micro:bit にプログラムを転送します 

②  最初は調整から始まり「Tilt to fill screen(傾け画面を埋めて）」と表示後、 

  画面の中心にある点が画面全体を埋め尽くすまで動かしてください。 

 

 

 

 

③ micro:bit の向きを変えて、動作を確認してください 

 

ここをドラッグで角度を変更し、確認します 

 

さを変更できる 

315 45 

0 北側 

コンパスを調整用に入れます 

 ※”方角”を使う場合、調整が 

   必要になります 

 

 

”Tilt to fill screen” 

  を表示 

完了 傾けて全部を点灯させる 一部点灯 

方角が３１５～３６０° 

または０～４５°の範囲なら 

”N”を表示 

 

 



９音を出すプログラムを作ろう 
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９ 音を出すプログラムを作ろう 

 

 スピーカーの接続方法とプログラム内容 

 

・スピーカーの接続方法 

  ・スピーカの赤い線を拡張端子０ピンに接続 

  ・スピーカの黒い線を拡張端子の GND に接続 

 

・プログラムの内容 

  ・ボタン A を押すと、ハッピーバスデーの曲が流れる 

  ・ボタン B を押すと、ドレミの音がでる 

 

 

 完成したプログラムとシミュレーターによる確認 

 

シミュレーター上で音の確認ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

micro:bit にプログラムを転送し、micro:bit で確認しましょう。 

  



１０「踊るアニメーション」をのプログラムを作ろう 
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１０ 「踊るアニメーション」をのプログラムを作ろう 

 

 プログラムの内容 

 

 

  ・顔はロゴ を使用 

  ・手足を少しづつ動かした絵を準備し、順番に表示 

  ・A ボタンを押すと曲を流す 

 

 完成したプログラムと、シミュレーターでの動作確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

完成したプログラム シミュレーター 
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１１ 外付け LED を光らせよう 

 LED の配線方法 

 

LED の線は、一方が電流の 

入り口（アノード）で、 

他方は出口（カソード）です。 

まちがわないように接続して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 プログラムの内容 

・最初はゆっくり点滅させます 

・A ボタンで早く点滅させます 

・B ボタンで最初のゆっくりの点滅に戻します。 

LED 

スイッチ ON 

micro:bit 

 

＋ 

 

― 

電流 

P1 

点灯 + 

- 

 

電源 

 

アノード 
（線の長い方） 

  

☆点灯させる ☆消灯させる 

アノード 
 （＋） 
線の長い方 

カソード 
 （―） 

LED は電流を流すことにより点灯します。 
micro:bit は、プログラムで LED に電流を流したり、止めたりすることがで 
き、これにより LED を点灯や消灯させることができます。 
 
 

メモ６ micro:bit で LED の点灯・消灯をプログラムする 
 

 

電源 

 

LED 

スイッチ OFF 

micro:bit 

 

＋ 

 

― 

電流なし 

P1 

消灯 + 

- 
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 完成したプログラムとシミュレーターでの動作確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  応用 

 

 

シミュレーターでは 

１ピンが点滅します 

シミュレーターで動作確認後、 

micro:bit にプログラムを転送し、 

micro:bit で確認しましょう。 

LED を増やして、プログラム 

してみましょう。 


